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4-2 概略設計概要説明 討議議事録（M/D）  
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4-3 討議議事録（T/N） 
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資料-5 ソフトコンポーネント計画書 
 

（１）ソフトコンポーネントを計画する背景 

「ケニア国ナロック給水拡張計画」は、ナロック市における、既存給水施設の老朽化及び給水

能力不足に起因する不安定な給水状況を改善することを目的としており、本無償資金協力事業に

おいて、(1)施設建設（①既存浄水場・配水池のリハビリ、②新規取水施設・浄水場・配水池の建

設、③導水管・配水管の布設）、(2)資機材調達（①薬品注入設備及び水質分析機器、②配水管/

給水管/給水メータ）の実施を予定している。 

一方で、給水施設の維持管理主体であるナロック上下水道会社（NARWASSCO）は、本無償資

金協力事業で整備される給水システムによる事業運営の経験が十分でないこと、既存給水施設に

比べ事業規模も増大し、より効率的な事業運営が必要となること、また、配水管/給水管布設工事

並びに給水メータ設置工事の品質管理が不十分であることに起因する非効率な配水量管理が明ら

かになったことから、プロジェクトの円滑な立ち上がりを支援し、協力成果の持続性を確保する

観点からソフトコンポーネントの実施を計画することとした。 

計画策定にあたっては、上記観点から、表-１に示す 3 項目をソフトコンポーネントの対象業務

とした。 

 

表-1 ソフトコンポーネントの対象業務 

対象業務 業務の目的 
1. 水道施設の運転・維持管理に関する技術指導 取水施設から各戸給水施設までの、給水システム全

体に対する効率的な施設運用能力の強化 
2. 水道事業の経営基盤強化に関する指導 料金請求・徴収及び会計業務の徹底、また顧客管理・

顧客サービスの充実を通じた経営能力の強化 
3. 配管布設工事の施工監理能力向上に関する技

術指導 
効率的な事業運営の基礎となる給水施設整備の品質

確保 
 

（２）ソフトコンポーネントの目標 

ソフトコンポーネントの実施を通じて、本無償資金協力事業完了の一定期間後には、給水事業

の使命である、「NARWASSCO が、健全な経営基盤の基に施設を適切に運転・維持管理し、受益

者である住民に対して安全な水を安定的に供給できる」状態が達成されることを、本ソフトコン

ポーネントの目標とする。 

 

（３）ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの実施により期待される成果を以下にまとめる。 
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1) 水道施設の運転・維持管理に関する技術指導 

 NARWASSCO の担当職員が、本無償資金協力事業によって整備される取水・導水施設、浄

水施設、送・配水施設等の上水道システム全体の構成内容・目的を理解し、適切に運転・維持

管理する能力を修得する。 

 

2) 水道事業の経営基盤強化に関する指導 

NARWASSCO の担当職員が、財務管理（予算管理、原価分析）、業務管理及び顧客管理・顧

客サービス等、水道事業経営に必要な知識を修得するとともに、料金請求/会計システムを利用

した、水道料金の請求・徴収、会計事務を確実に実施する能力を修得する。また、受益者であ

る住民に対し、水道事業について十分な情報を提供し、住民の衛生意識を向上させ、水道施設

への新規給水接続を促進するための、広報/啓発活動に関する手法を習得する。 

 

3) 配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導 

NARWASSCO の担当職員が、配水管/給水管の布設及び給水メータ設置における施工監理の

重要性を理解し、適切に施工監理する能力を習得することで施工品質の向上を図るとともに、

適切な給水メータ管理の方法を習得する。 

 

（４）成果達成度の確認方法 

成果達成度の確認は、研修終了時に、 

① 後述する対象業務ごとの「成果品」の検収 

② 研修受講者評価による、研修内容の理解度確認 

により行う。研修受講者評価における主な視点を表-2 に示す。
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表-2 研修受講者評価の視点 

対象業務 研修受講者評価の視点 
1. 水道施設の運転・維

持管理に関する技術指

導 
 
受講対象者 
技術部門責任者及び職

員 
 
 

・ 水道施設の構成、各施設の目的・機能を理解しているか。 
・ 取水堰、導水管の維持管理（スクリーン、排泥バルブ操作）ができるか。 
・ 需要量に応じた計画取水量を決定できるか。 
・ 浄水場の各施設の滞留時間の把握ができるか。 
・ 計画取水量に応じたろ過池運転ができるか。 
・ 薬品の溶解作業が適正にできるか。 
・ 計画取水量および原水水質に応じて、薬品注入量を設定し、薬品注入設備を

運転できるか。 
・ ジャーテストができるか。 
・ フロック形成状況の適否が判断できるか。 
・ 各プロセスにおける濁度、pH、残留塩素の水質チェックができるか。 
・ 沈殿池の排泥ができるか。 
・ ろ過池の適正な洗浄ができるか。 
・ 天日乾燥床におけるスラッジの乾燥状況を判断の上、適正な維持管理ができ

るか。 
・ 取水・送水ポンプの送水量に応じて、適正な運転及び維持管理ができるか。 
・ 配水池の水位管理ができるか。 
・ 送配水管の維持管理の必要性を理解し、実施（バルブ操作、管路点検）でき

るか。 
・ 配水ブロックごとの水量を把握できるか。 
・ 各施設の運転維持管理記録（チェックリスト、日報、月報類）が作成できる

か。 
・ 図面・台帳類の管理ができるか。 

2. 水道事業の経営基盤

強化に関する指導 
 
受講対象者 
総務・業務部門責任者 
及び職員 
 
 

・ 予算管理の仕組みを理解しているか。 
・ 財務諸表が作成できるか。 
・ 原価分析の方法を理解し、適切に原価分析を行い、適正な水道料金への改定

提案を行えるか。 
・ 料金請求・徴収管理の方法を理解しているか。 
・ 料金請求/会計システムを使って、水道料金請求/徴収管理（請求書/領収書発行、

徴収記録）及び会計処理（入・出金処理、仕訳処理）ができるか。 
・ 新規顧客の登録手続き等を含む、顧客管理台帳を作成できるか。 
・ NARWASSCO の職員が、自力で広報活動や渉外活動、普及・啓発活動を管理

できるか。 
・ 住民啓発セミナー参加者が、衛生の重要性や上下水道の役割を理解出来たか。

3. 配管布設工事の施工

監理能力向上に関する

技術指導 
 
受講対象者 
工事部門責任者及び職

員 
 

・ 配水管/給水管に係る施工監理の目的、重要性を理解しているか。 
・ 施工承認図書を適切に評価できるか。 
・ 水圧検査等を含む、完了検査を適切に実施できるか。 
・ 竣工図書を適切に管理できるか。 
・ 給水メータ管理の方法を理解しているか。 
・ 給水メータの動作状況を判断の上、検定装置及び必要な工具類を適正に操作

できるか。 

 

（５）ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

本ソフトコンポーネントにおける活動内容を以下に示す。活動の詳細計画については表-4 に示

す。 
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1) 水道施設の運転・維持管理に関する技術指導 

詳細設計図面および設計図書、研修資料（維持管理ガイドライン）を用いたクラスルームト

レーニング及び、実施設を用いた運転・維持管理に関する OJT により実施する。研修教材の作

成にあたっては「メルー市給水計画」・「カプサベット市給水計画」等において作成した維持管

理マニュアルを参考とする。 

なお、本ソフトコンポーネントとは別に、本体工事請負業者は施設引渡し時の運転操作指導

の一環として、施設を構成する各設備の運転管理マニュアルを作成し、それぞれの設備が適切

に機能するよう、操作方法を主体とした訓練を行なうこととなるが、ソフトコンポーネントで

は、ジャーテストによる原水濁度に応じた薬品注入率の設定、浄水量に応じた薬品の溶解作業、

各浄水プロセス運転状況の適否の判断、送水ポンプの起動停止と配水池水位の管理方法、水質

チェックのポイント等、状況に応じた運転・維持管理業務を適切に行うための訓練内容が中心

となる。 

 

2) 水道事業の経営基盤強化に関する指導 

水道事業の経営に必要な業務知識および管理知識の向上を目的に、i) 事業経営に係る研修、

ii) 住民啓発に係る研修、を行なう。 

i) 事業経営に係る研修 

演習を含むクラスルームトレーニング方式により会計管理、財務管理、顧客管理等の事業経

営に係る研修を行う。 

ii) 住民啓発に係る研修 

ナロック市民を対象とした住民啓発セミナーの開催を通じた OJT により研修を行う。「メル

ー市給水計画」において作成した水道普及パンプレット等を参考に、住民啓発に係る研修教

材を作成する。 

なお、本ソフトコンポーネントで実施する住民啓発セミナーの開催は全 3 回程度とし、こ

のうち初回は専門家（ローカルコンサルタント）主導で実施するが、第 2 回目以降は企画・

運営主体を徐々に NARWASSCO 職員に移管して、本ソフトコンポーネント終了後も、指導

を受けた NARWASSCO 職員が自力で管理・継続出来るよう技術移転を図る。 

 

3) 配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導 

 配水管及び給水管工事の施工監理の目的・必要性を理解するために、工事契約図書、本体

工事における施工承認図書等を活用したクラスルームトレーニングを実施するとともに、本

体工事の一部である配水管及び、無償資金協力の調達機材による給水管材料を用いたケニア

側負担工事である給水管工事の施工監理を通じた OJT による研修を行う。また給水メータ管
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理の方法を理解し、給水メータ接続に必要な工具類の操作並びに給水メータ検定装置の操作

に係る指導を行う。 

 

（６）ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントにおける実施リソースは、その活動内容から下記専門家の調達が必要

となる。 

 ①水道施設の運転・維持管理に関する技術指導 

  上水道専門家（2 名（機器管理、水質管理）：水道施設の運転・維持管理に関する技術指導） 

 ②水道事業の経営基盤強化に関する指導 

  水道事業経営専門家（1 名：水道事業の経営基盤強化に関する指導） 

水道経営/コミュニティ開発（住民啓発）専門家（1 名：水道事業の経営基盤強化に関する

指導） 

 ③配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導 

  配管施工監理専門家（1 名：配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導） 

 

 各専門家は、本無償資金協力事業に精通し、かつ本計画内容を十分に把握していること、また

水道事業の運営管理に十分な知識・経験を有していることが求められるため、受注コンサルタン

ト（邦人コンサルタント）による直接支援により実施する。なお、上記の水道経営/コミュニティ

開発（住民啓発）専門家に関しては、他 WSP や地域住民との協調・コミュニケーションが求めら

れることから、円滑な業務実施のため、ローカル・コンサルタントや現地 NGO から傭人雇用し、

日本人コンサルタントの管理のもとに指導を行う。 

日本人コンサルタントとローカル・コンサルタントの基本的な役割分担は以下の通り。 

 

日本人コンサルタントの役割 

 上水道専門家（機器管理） 

ソフトコンポーネント計画全体を管理し、全体研修計画を監修する。 

研修教材（維持管理ガイドライン）を作成し、機器管理を中心とした水道施設の運転・維持管

理及び水道システム全体（取水、導水、浄水、送配水）に係る技術指導を実施し、研修成果の

確認・評価を行う。 

 上水道専門家（水質管理） 

取水施設、浄水施設、配水施設における水質分析手法の指導を通じ、水道施設の運転・維持管

理のうち、特に浄水プロセス管理に係る技術指導を実施し、研修成果の確認・評価を行う。 

 水道事業経営専門家 

水道事業経営強化に関する研修全体を管理する。 
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業務・経営に係る講義および実習の実施、研修成果の確認・評価を行うとともに、ローカル・

コンサルタントが主体となり実施する、住民啓発活動に係る指導の監理を行う。 

 配管施工監理専門家 

配水管、給水管布設及び給水メータ設置の施工監理に係る技術指導を実施する。また、給水メ

ータ検定装置の操作法など、給水メータ管理に係る指導を実施する。 

 

ローカル・コンサルタントの役割 

 水道経営/コミュニティ開発（住民啓発）専門家 

「メルー市給水計画」において作成した水道普及パンプレットを参考に、住民啓発に係る研修

教材を作成し、NARWASSCO 職員を指導する。 

地域住民を対象とした啓発活動(集会)の実施、参加した地域住民に対するアンケート調査およ

び分析を行う。 

 

（７）ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施工程を図-1 に示す。 

水道施設の運転・維持管理に関する技術指導（上水道専門家（機器管理）及び上水道専門家（水

質管理））は、施設引渡し完了後から１ヶ月間とする。 

また、住民への普及・啓発活動を含む水道事業の経営基盤強化に関する指導（水道事業経営専

門家、住民啓発専門家）は、施設供用開始前に実施することが効果的であるため、施設建設完了

時期を踏まえて実施する。実施期間は住民啓発セミナー等の開催日程調整にも配慮し、2 ヶ月間

とする。 

同様に、配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導（配管施工監理専門家）について

も、配水管布設工事に関しては、本体工事の一部を OJT 研修として実施するため、配水管布設工

事の完了時期と調整して実施する。給水管布設工事に関しては、供与資機材を活用した

NARWASSCO による工事発注となることから、指導期間を 2 回に分けて実施する。１回目では、

配水管布設工事の施工監理（施工承認図書の評価、完了検査の実施等）に係る指導及び OJT 研修、

また給水管施工監理の目的・重要性に関する指導を実施し（給水管布設工事に係る工事発注スケ

ジュールの調整を含む）、 2 回目では、給水管布設工事の施工監理及び給水メータ管理に係る技

術指導及び OJT 研修を実施する。 

なお、指導実施期間中は、最終報告書の他、1 ヶ月毎の中間報告書を作成・提出する。 

ソフトコンポーネントの実施にあたり、NARWASSCO は、各指導開始前までに当該担当職員（研

修受講者）を配置しておく必要がある。 
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2015(H27) 年月 
区分 … 5 6 7 8 9 10 11 12 

人月計 
(M/M) 

本体事業スケジュール           
施設建設           
試運転           
引渡し           

＜日本人コンサルタント＞           
1)上水道専門家-1,2          1.0×2=2.0 
2)水道事業経営専門家          2.0 
3)配管施工監理専門家          (1+1)=2.0 
＜ローカル・コンサルタント＞           
1)住民啓発専門家          2.0 
実施状況報告書提出  

中間 1  中間 2       最終 
合計 

8.0 M/M

図-1 ソフトコンポーネントの実施工程 
 

（８）ソフトコンポーネントの成果品 

本ソフトコンポーネントでは以下の成果品が作成される。 

1) 水道施設の運転・維持管理に関する技術指導 

・研修計画書、研修教材、研修受講者評価書 

・維持管理ガイドライン、運転・維持管理記録（日報・月報等） 

2) 水道事業の経営基盤強化に関する指導 

・研修計画書、研修教材、研修受講者評価書 

・財務諸表 

・住民啓発活動研修教材、住民啓発セミナー参加者アンケート 

3) 配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導 

・研修計画書、研修教材、研修受講者評価書 

 ・施工承認図書 

 ・竣工図書 

 

（９）相手国実施機関の責務 

本ソフトコンポーネントの実施に先立ち、ケニア側実施機関は必要な受講対象者を配置すると

ともに、「配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導」に必要となる給水管布設工事の発

注準備を進める必要がある。 

また、ソフトコンポーネントの目標達成のためには、本活動終了後も、NARWASSCO を中心と

したケニア側実施機関の継続的な取り組みが不可欠である。特に、ソフトコンポーネントの成果

を活用して住民への普及・啓発活動を継続することにより、新規顧客獲得（給水接続、水道メー

ター設置促進）を促進し、事業経営状態を安定させるとともに、施設運転・維持管理を含めた事

業運営に必要な人材の確保・育成に努めることが重要である。 
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表-4 ソフトコンポーネントの活動計画 

活動内容 対象者 / 実施方法 / 実施リソース 成果 備考（実施条件） 
1. 水道施設の運転・維持管理に関する技術指導 
 
• 本計画取水・導水施設、浄水施設、送・配水施設の構成を講習する。 
• 取水・導水施設の維持管理方法を訓練する（スクリーン、排泥バルブ操作等）。

• 浄水施設の構造、各プロセスの目的について講習する。 
• 必要な取水量ならびに原水水質に応じて、浄水場を適切に運転管理できるよ

う訓練する（流量調節、ジャーテスト、水質検査、薬品注入量調節、ろ過水

量調節、洗浄水量調節、排泥作業、スラッジ処理処分）。 
• 送水ポンプ設備の運転方法を訓練する（自動運転、手動運転）。 
• 配水池の水位管理について訓練する。 
• 送・配水管の維持管理について訓練する（流量・圧力調節、管路点検、排泥

方法）。 
• 各施設の運転維持管理記録が作成できるよう訓練する。 
• 図面・台帳管理について講習する。 

 
対象者 
技術部門責任者および職員（施設運転維持管理担当9
名、配管維持管理担当5名）計15名 

 
実施方法 
• 詳細設計図面および設計図書を用いたクラスルーム

トレーニング 
• 実施設を用いたOJT 
 
実施リソース 
• 上水道専門家（日本人コンサルタント） 
企画/準備及び実施：2人×1.0ヶ月 

 

 
• 研修計画書 
• 研修教材（維持管理ガ

イドライン） 
• 薬品注入率表 
• 転維持管理記録（チェ

ックリスト、日報、月

報等） 
• 研修者による研修受講

者評価書 
 

 
• ソフトコンポーネン

トに先立ち、対象者が

配置済みであること。 
 
 

2. 水道事業の経営基盤強化に関する指導 
 
(1)事業経営に係る研修 
• 経営管理に必要な知識および経営管理技術を講習する。 
• 会計業務と財務管理について講習する。 
• 業務管理/顧客管理（購買、普及促進、給水サービス）について講習する。 
• 経営関連データを題材に、経営管理情報の読み方を講習する。 
• 顧客サービス（広報、渉外、顧客とのコミュニケーション等）について講習

する。 
• 料金請求/会計業務の流れと会計事務に必要な会計知識を講義する。 
 
 

 
対象者 
総務・業務部門責任者および職員（営業/会計担当5
名）計7名。 

 
実施方法 
• クラスルーム及びOJTによるトレーニング 
 
実施リソース 
• 水道事業経営専門家（日本人コンサルタント） 
企画/準備：1人×0.5ヶ月 
実施：1人×1.5ケ月 

 

 
• 研修計画書 
• 研修教材 
• 財務諸表 
• 研修者による研修受講

者評価書 
 

 
• ソフトコンポーネン

トに先立ち、対象者が

配置済みであること。 
 
 



 

A-61 

活動内容 対象者 / 実施方法 / 実施リソース 成果 備考（実施条件） 
 
(2) 住民啓発に係る研修 
• セミナーを開催し、地域住民に対する水道普及の啓発を行う（衛生の重要性、

水道の役割やしくみ、料金体系など）。 

 
対象者 
業務部門責任者および職員（営業担当2名）計3名。

 
実施方法 
• OJTによる住民啓発集会開催 
住民啓発セミナー参加想定者： 
ナロック市民を対象に、毎回30名程度の参加を想定

し、計3回実施 
 
実施リソース 
• 水道経営/コミュニティ開発専門家（ローカルコン

サルタント） 
企画/準備：1人×0.5ヶ月 
実施：1人×1.5ケ月 

 
• 研修計画書 
• 研修教材 
• 啓発活動実施計画書 
• 住民啓発セミナー参加

者アンケート結果 
• 研修者による研修受講

者評価書 
 

 
• ソフトコンポーネン

トに先立ち、対象者が

配置済みであること。 
 
 

3. 配管布設工事の施工監理能力向上に関する技術指導 
 
• 施工監理業務の目的、必要性及び重要性を講習する。 
• 配管工事施工監理の業務フローを講習する。 
• 施工承認図書の承認フローについて講習する。 
• 施工承認図書のチェック方法をOJTにより訓練する。 
• 出来形検査、完了検査の検査方法について講習する。 
• 出来形検査、完了検査の実施方法についてOJTにより訓練する。 
• 竣工図書の管理方法について講習する。 
• 給水メータの管理方法について講習する。 
• 給水メータの動作状況を判断の上、検定装置及び必要な工具類の操作方法に

ついてOJTにより訓練する。 
 

 
対象者 
工事部門責任者および職員（配水管/給水管布設担当

9名）計10名 
 
実施方法 
• 詳細設計図面および設計図書を用いたクラスルーム

トレーニング 
• 本体事業（配水管・給水管布設工事、給水メータ設置

工事）におけるOJT 
 
実施リソース 
• 上水道配管施工監理専門家（日本人コンサルタント）

企画/準備及び実施：1人×2ヶ月(1+1) 

 
• 研修計画書 
• 研修教材 
• 施工承認図書 
• 研修者による研修受講

者評価書 
 

 
• ソフトコンポーネン

トに先立ち、担当者が

配置済みであること。 
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